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　目的　眼庭生盾の機能遂行を志向するとﾆき女性白身の自己実現はどうであろうかを考え

る。その一つの要素と二して、家庭において女性がどの程度解放されているか、その解放の

背景をなす性差による役割分業急識の実態の乃ヽ析を試みる。

　方砥　デー9 ーは「平等・発展・平和をめざ寸婦人(7)＼0年」､軋取県推it協議会が行なっ

た52.年の調査をもとにする。調査対象は20歳以上の婦人2000右を無作為抽出。性分業態識

に対する考久方をすなわち、債極的な「賃成」、「反対」、消極的な「綺成」、「反対」

のふつの母集団を設定し、それぞれの背景および「曹校教育a、「家庭における地位・役

割」、「家庭教貪」ならびに『職業観』などと二の関厘をみる。

　結果　性にXる分業を肯定か否定かをみると「肯定群」は22.4%、「消極的肯定群」は

48.V%で、『否定群』は8.9 % 、「消極的否定群j 1ユ13.ワＺである。他の数県と比較する

と、鳥取県婦人は肯定するものが群を擢いてない。隣県の島根県に比してもやい。これら

の背景についてみると二、肯定は農山漁村が、否定は市街地に今い。年鹸別では肯定派は60

代、50代に. 否定派は20代にｺﾞ多い。職業別］rは肯定派は内職、農漁業盾に、否定派は雇用

労働翁に多い。未婚既婚割に見ると、肯定派は既婚翁に、否定派ば未婚名に多い。次に、

営校教育における家庭科教育を男女共修がよいと考えるものは、肯定派も否定派も多いが

否定派は群-k悛いて高い。繁庭内の地位・役割は、否定派の方が、対等に限うものが多く

また夫の眼拳への駅加虐も高い、職業茸､識についてla.肯定派は家庭中心が、否定派は職

業tコ心が多い。社会扶加は否定派の方が多く、役割分担、今後の砿加意､識乙かなり高い。


